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総　括

　令和 3 年度は、昨年に引き続きコロナ禍の影響
を受け本会の事業は、開催方法や開催規模を小さ
くして計画した事業を実施していきました。令和
４ 年度には、十分な感染拡大防止対策やWebを
併用して例年同様に事業を継続し、より発展させ
ていきます。
　昨年度は、令和 3 年 ７ 月 9 日医政発0７09第 ７ 号
「臨床検査技師等に関する法律施行令の一部を改
正する政令等の公布について」が厚生労働省医政
局長より発出され、診療放射線技師の業務範囲の
見直しが行われました。これに伴い、厚生労働大
臣が指定する研修（告示研修）の受講が義務付け
られ、本会でも追加される業務拡大に対応するた
めに知識や技能が必要となる実技研修の実施が必
要になりました。今年度は、最大受講者４８名、合
計 ８ 回の告示研修（実技研修）の開催を目標とし
ています。早期に希望される全ての会員は受講で
きません。研修は2025年まで続きますので計画的
に受講予定をお立てください。
　広島県診療放射線技師会の事業は、基本となる
研修会を例年通り年間 ４ 回開催いたします。他研
修会として、技能研修会である消化管撮影技術研
修会（ 2 回）、エコー研修会（エコー塾）、各支部
単位の研修会を開催します。MR基礎研修会は、
日本診療放射線技師会基礎技術講習会と併用して
実施いたします。支部活動の活性化としてWeb
を使用した各支部主催の研修会を 9 支部で継続し
て実施して参ります。Webセミナーシステムな
どを併用して多くの会員が参加いただけるように
実施に向けて計画したいと思います。
　マネジメント研修会も主任・技師長など管理職
の能力開発・向上のために引き続き開催いたしま
す。医療関連団体等との交流や連携を継続するた
めに関連学術団体、研究会のセミナー、イベント
の後援や支援にも積極的に協力していきます。
　本会主催の活動として、本会ならびに診療放射
線技師の活動を一般の県民市民の方々に発信する

公益社団法人 広島県診療放射線技師会
令和４年度事業計画

ために、市民公開講座やレントゲン週間イベント
（シャレオ中央広場等）を開催し、被ばく相談や県
民へのがん検診促進のための啓発活動を行います。
　また、広島県主導の「がん検診へ行こうよ」推
進会議のキャンペーン活動、広島県医師会主導の
「2１世紀、県民の健康とくらしを考える会」、乳
がん検診の啓発のためにピンクリボン活動にも積
極的に参画していきます。
　本会は以上の事業展開により診療放射線技師の
公益社団法人として基本となる事業運営していく
所存であり、会員の皆様方のご理解とご協力をお
願いいたします。

以上

事業項目
１ ．公益目的事業
　　公 １ ． 体験活動・講演・相談等による県民へ

の知識の普及啓発事業
　　　　　 　体験活動・相談として公共のスペー

ス（シャレオ中央広場・予定）において
レントゲン週間イベントを１１月頃に開催
予定する。被ばく相談、乳がん検診の
啓発活動、骨密度測定体験、各種放射
線医療のパネル展示、正しい医療放射
線の理解を啓発するパネル展示、広島
県「がん検診へ行こうよ」キャンペーン
のがん検診アピール、などを企画する。

　　　　　 　「2１世紀、県民のくらしを考える
会」（広島県医師会）への参画協力予
定する。ピンクリボン活動への参加協
力を予定する。

　　公 2 ． 研修、セミナー等による放射線技術学
の向上のための研修事業

　　　　　 　学術向上のための研修事業として定
例の研修会、技能研修会ならびに告示
研修（令和 3 年厚生労働省告示第2７3
号研修）の開催を企画する。
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　　　　　【広島県診療放射線技師会研修会】
　　　　　・第 １ 回
　　　　　　2022年 ６ 月25日（土）広島大学病院　
　　　　　・第 2 回
　　　　　　2022年１0月 2 日（日）会場未定　
　　　　　・第 3 回
　　　　　　 2023年 １ 月１４日（土）学術大会（会

員発表）、市民公開講座
　　　　　　会場　TKP広島駅前大橋　
　　　　　・第 ４ 回
　　　　　　  2023年 2 月１１日（祝）福山市医師会

館　予定

　　　　　【マネジメント研修会】
　　　　　　2022年１１月 ６ 日（日）広島大学病院　
　　　　　【広島県放射線技師会消化管研修会】
　　　　　　 2022年 ７ 月、2022年 3 月、 2 回開催

予定
　　　　　【エコー塾・ハンズオン研修会】
　　　　　　2022年度　 １ ～ 2 回開催予定
　　　　　【ＭＲ基礎研修会】
　　　　　　 2023年 2 月１9日　※基礎技術講習会

（MR検査）で実施　広島大学病院　
　　　　　【支部研修会】
　　　　　　 9 支部（広島中央、北西山県、南東

安芸、西部、北部、呉、東広島、尾
三、福山）主催の研修会を2022年度
内に開催予定

　　　　　【日本診療放射線技師会からの委託事業】
　　　　　・フレッシャーズセミナー
　　　　　　2022年 ８ 月2８日（日）広島大学病院
　　　　　・基礎技術講習会（MR検査）
　　　　　　2023年 2 月１9日（日）広島大学病院
　　　　　・ 令和 3 年厚生労働省告示第2７3号研

修（告示研修） ８ 回
　　　　　　2022年 ６ 月１８日（土）、１9日（日）
　　　　　　広島大学病院
　　　　　　2022年 ８ 月１3日（土）、１４日（日）
　　　　　　広島大学病院
　　　　　　2022年１2月１0日（土）、１１日（日）
　　　　　　広島大学病院
　　　　　　2023年 2 月25日（土）、2６日（日）
　　　　　　広島大学病院

　　公 3 ． 放射線に関する情報を出版等により提
供を行う事業

　　　　　・ 会誌 2 回発行（春・秋）
　　　　　・ ニュースレターまたはお知らせ 2 ～

3 回発行（予定）
　　　　　・ メールマガジンによる研修会等の情

報提供（１2回）
　　　　　・ ホームページによる情報提供・情報

公開（随時）

２ ．収益事業等
　　その他の事業
　　　他 １ ．会員に対する相互扶助事業
　　　　　　 　会員の慶弔（御祝、香典、電報、

花輪など）
　　　他 2 ．会員に対する表彰事業
　　　　　　　石井賞　 １ 名
　　　　　　　槙殿賞　 １ 名
　　　　　　　奨励賞　 5 名
　　　　　　　※ 該当者がいない場合は、表彰は

行わない（受賞者なし）場合が
あります。

３ ．関連団体との事業に参加・後援予定
・ 「がん検診に行こうよキャンペーン広島」
（広島県主催）に参加

・ 脳を見るシンポジウム三原（県立広島大学
主催）　後援

・ 広島国際大学健康フェア（広島国際大学主
催）　後援

・ 「2１世紀、県民の健康とくらしを考える
会」（広島県医師会主催）協賛

・ ピンクリボンキャンペーン活動広島への参
加協力

・広島医療情報システム研究会　後援
・ 日本医用画像情報専門技師主催セミナー　

後援
・広島CT技術研究会　後援
・広島県医療情報技師会研修会　後援
・広島県臨床工学技師会学術大会　後援
・広島画像症例研究会　後援

４ ．会議の開催
広島県診療放射線技師会理事会
・第 １ 回理事会　
　 ６ 月2６日（土）広島大学病院 臨床管理棟 

大会議室



85

技師会誌　No.57

・第 2 回理事会（予定）
　 ７ 月3１日（日）広島大学病院 臨床管理棟 

2 F 2 会議室　
・第 3 回理事会（予定）
　１0月 2 日（日）会場未定
・第 ４ 回理事会（予定）
　 １2月 ４ 日（日）広島大学病院 臨床管理棟 

3 Ｆ 2 会議室
・ 第 5 回理事会（予定）
　 3 月１2日（日）広島大学病院 臨床管理棟 

3 Ｆ 2 会議室
・第 ６ 回理事会（予定）
　 5 月１４日（日）広島大学病院 臨床管理棟 

3 Ｆ 2 会議室
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令和 ４年 ４月 1日から令和 ５年 ３月３1日まで（単位：円）

収支予算表（案）

科　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ一般正味財産増減の部
１ 経常増減の部
（ １ ）経常収益
１ 基本財産運用益
　基本財産受取利息 １，000 １，000 0
2 受取会費
　会費収入 7，640，000 7，630，000 １0，000
3 事業収益
　会誌広告掲載収益 580，000 580，000 0
　研修事業収益 40，000 １00，000 −60，000
4 受取補助金等
　広島県補助金収益 70，000 70，000 0
5 雑収入
　受取利息 １，000 １，000 0
　JART受託収益 １20，000 0 １20，000
　雑収入 １0，000 １0，000 0
経常収益計 8，462，000 8，392，000 70，000
（ 2 ）経常費用
事業費

給与手当 0 １70，000 −１70，000
福利厚生費 １50，000 １00，000 50，000
旅費交通費 350，000 400，000 −50，000
通信運搬費 3１2，000 3１2，000 0
消耗品費 １02，000 62，000 40，000
印刷製本費 2，１00，000 3，１１0，000 −１，0１0，000
賃借料 950，000 950，000 0
諸謝金 700，000 700，000 0
交際費 60，000 60，000 0
支払手数料 22，000 22，000 0
支払負担金 0 １30，000 −１30，000
表彰費 １00，000 0 １00，000
会議費 １50，000 １80，000 −30，000
支払会費 250，000 250，000 0
貸倒会費 １50，000 １50，000 0
雑費 40，000 40，000 0

管理費
給与手当 300，000 350，000 −50，000
旅費交通費 300，000 300，000 0
通信運搬費 １50，000 １50，000 0
消耗品費 300，000 60，000 240，000
修繕費（会計ソフト保守費） 60，000 60，000 0
光熱水料費 50，000 60，000 −１0，000
賃借料 20，000 １50，000 −１30，000
諸謝金 0 25，000 −25，000
地代家賃 792，000 660，000 １32，000
交際費 50，000 50，000 0
会議費 50，000 50，000 0
租税公課 30，000 30，000 0
支払報酬料 500，000 500，000 0
支払手数料 5，000 0 5，000
支払寄付金 70，000 0 70，000
雑費 １0，000 １0，000 0

経常費用計 8，１23，000 9，09１，000 −968，000
評価損益等調整前当期経常増減額 339，000 −699，000 1，038，000
2 ．経常外収益の部
（ １ ）経常外収益 0
　　経常外収益計 0 0 0
（ 2 ）経常外費用 0
　　経常外費用計 0 0 0
　当期経常外増減額 339，000 −699，000 １，038，000
　他会計振替額 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 339，000 −699，000 １，038，000
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令和 ４年 ４月 1日から令和 ５年 ３月３1日まで（単位：円）

収支予算内訳表（案）

科　目
公益事業等会計 収益事業等会計

法人会計 合計予算額 内部取引
消去公　 １ 公　 2 公　 3 公益共通 小　計 その他 １ その他 2 その他共通 小　計

Ⅰ一般正味財産増減の部
１ 経常増減の部
（ １ ）経常収益
１ 基本財産運用益
　基本財産受取利息 0 １，000 １，000 １，000
2 受取会費
　会費収入 3，850，000 3，850，000 １60，000 １60，000 783，000 １，１03，000 2，687，000 7，640，000
3 事業収益
　会誌広告掲載収益 580，000 580，000 0 580，000
　研修事業収益 40，000 40，000 0 40，000
4 受取補助金等
　広島県補助金収益 70，000 70，000 0 70，000
5 雑収入
　受取利息 １，000 １，000 0 １，000
　JART受託収益 １20，000 １20，000 0 １20，000
　雑収益 １0，000 １0，000 0 １0，000
経常収益計 0 １１0，000 580，000 3，98１，000 4，67１，000 １60，000 １6１，000 783，000 １，１04，000 2，687，000 8，462，000
（ 2 ）経常費用
事業費

福利厚生費 0 １50，000 １50，000 １50，000
旅費交通費 １50，000 １50，000 50，000 350，000 0 350，000
通信運搬費 300，000 １0，000 3１0，000 2，000 2，000 3１2，000
消耗品費 50，000 50，000 １00，000 2，000 2，000 １02，000
印刷製本費 50，000 50，000 2，000，000 2，１00，000 0 2，１00，000
賃借料 650，000 300，000 950，000 0 950，000
諸謝金 700，000 700，000 0 700，000
交際費 60，000 60，000 0 60，000
支払手数料 5，000 5，000 5，000 5，000 20，000 １，000 １，000 2，000 22，000
表彰費 0 １00，000 １00，000 １00，000
会議費 50，000 １00，000 １50，000 0 １50，000
支払会費 250，000 250，000 0 250，000
貸倒会費 １50，000 １50，000 0 １50，000
雑費 20，000 20，000 40，000 0 40，000

管理費
給与手当 300，000 300，000
旅費交通費 300，000 300，000
通信運搬費 １50，000 １50，000
消耗品費 300，000 300，000
修繕費（会計ソフト保守費） 60，000 60，000
光熱水料費 50，000 50，000
賃借料 20，000 20，000
地代家賃 792，000 792，000
交際費 50，000 50，000
会議費 50，000 50，000
租税公課 30，000 30，000
支払報酬料 500，000 500，000
支払手数料 5，000 5，000
支払寄付金 70，000 70，000
雑費 １0，000 １0，000

経常費用計 975，000 １，575，000 2，0１5，000 6１5，000 5，１80，000 １55，000 １0１，000 0 256，000 2，687，000 8，１23，000
評価損益等調整前当期経常増減額 −975，000 −１，465，000 −１，435，000 3，366，000 −509，000 5，000 60，000 783，000 848，000 0 339，000
2 ．経常外収益の部
（ １ ）経常外収益 0 0 0 0
　　経常外収益計 0 0 0 0
（ 2 ）経常外費用 0 0 0 0
　　経常外費用計 0 0 0 0
　当期経常外増減額 −975，000 −１，465，000 −１，435，000 3，366，000 −509，000 848，000 0 339，000
　他会計振替額 0 0 0 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 −509，000 848，000 0 339，000


